


出演者紹介

■星野すみれ Sumire HOshnO′ ■ute

山形県立山形北高等学校音楽科、武蔵野音楽大学音楽学部ブィルトゥオー

ソ学科卒業。同大学卒業演奏会、学科内選抜者による演奏会、ニュー・

ストリーム・コンサート20、 日本フルート協会主催による第 41回フルー

トデビューリサイタル、山形県出身者新人演奏会、ヤマハ主催による第

4回音大生フェスティバルコンサート、むさしのフレッシュコンサート

に出演。足立ギター室内合奏団演奏会に客演出演。フルートを足達真弓、

足達祥治、自尾隆、吉岡次郎の各氏に、室内楽を高久進、故・甲斐道雄、

一戸敦の各氏に師事。レナーテ・グライス・アルミン、ギゼラ・マシャ

エキ・ベア両氏のマスタークラスを受講。現在はフリーランス奏者として、

オーケストラ、吹奏楽、室内楽、ブライダル等の演奏活動の他、後進の

指導にもあたっている。PROWiND023、 フルー トアンサンブル Palette、

トリオアンサンブル師inkle各 メンバー。

■栗原ふみか Fumka ICttrhara phno

山形県立山形北高等学校音楽科、東京音楽大学音楽学部音楽学科器楽

専攻 (ピアノ)卒業。「早春コンサートinよ ねざわJ(2001年 米沢市)
にて服部公一指揮山形交響楽団と共演。 第 5回山形県ジュニアピアノ
コンクール上級部門銀賞。 第 20回 日本クラシックコンクール全国大
会入選。 東京音楽大学、学内のピアノ演奏会出演。第 17回 山形県出
身者新人演奏会、2013年 デビュー !ク ラシック、2014年 スプリング
コンサート「音楽に寄せてJ(米沢市)に出演。これまでにピアノを青

木由貴子、一柳和男、鷲見加寿子、石井理恵の各氏に、ソルフェージュ

を黒田満里氏に師事。 現在、置賜地区を中心に音楽活動を行う。

■米澤  美紀 Min Yonezawら ,ano
仙台市出身。宮城県第一女子高等学校卒業。山形大学教育学部生涯教

育課程音楽文化コース卒業。同大学院教育学研究科修了。オーストリ

アで開催されたインターナショナルサマーアカデミーにピアノ室内楽、

ウィーン夏期国際音楽ゼミナールにピアノソロで参加。これまでに伊

達華子、三浦八重子、ハットフィールド容子の各氏に師事。また、ク

シシュトフ・ヤボンスキー、セルゲイ・ ドレンスキー、古賀菖子、大

西愛子、徳丸絢子、ベルンハルト・パルツの各氏の指導を受ける。第

47回全東北ピアノコンクール入選。第 14回 日本クラシック音楽コン

クール全国大会入選。2008年、ポーランドのクラクフ管弦楽団とF.リ

スト"ピ アノ協奏曲第 1番 "に て共演。現在、羽陽学園短期大学非常

勤講師。山形県教職員互助会主催スクールコンサートに参加。日本ショ

パン協会主催のコンサートを始め様々なコンサートに出演する他、ジャ

ンルを間わずイベント、パーティーでの演奏も行う。

■ヤ ンネ舘野 Janne Tateno′ lst viom

フィンランド生まれ。ヘルシンキ音楽院にてシルッカ・クーラ、オルガ・

パルホメンコ、シカゴ芸術音楽学院にて森悠子の各氏に師事。現在ラ・

テンペスタ室内管弦楽団 (ヘルシンキ)の コンサートマスター兼音楽監

督、山形交響楽団第 2ヴ ァイオリン首席奏者、森悠子主宰長岡京室内ア

ンサンブル、アルゼンチンタンゴ演奏などソロ、室内楽、オーケストラ

奏者としてフィンランドと日本、 2つの祖国において幅広く活躍。

■大和香名子 Kanako Yamato′ 2nd宙ohn

山形市出身。山形大学教育学部生涯教育課程音楽文化コースアンサン

ブル専攻ヴァイオリン専修卒業。大学卒業後、スロバキア・オースト

リアに単身留学。近年は海外の音楽祭に多数参加。現在フリーヴァイ

オリン奏者として、室内楽やオーケストラ、スクールコンサートなど

国内外様々なコンサートに出演。また、ジャンルを越えた様々なシー

ンでの演奏で、ヴァイオリンの魅力を広く伝えながら幅広く活躍。

■幡谷久仁子 Kumko Hataya′ 宙da

東京芸術大学、同大学院修士課程を修了後、 ドイツ・ハノーファーに留
学する。大学在学中よリバロック・ヴィオラでの演奏も始め、現在室

内楽や古楽アンサンブルを中心に活躍中。ヴィオラを菅沼準二、Hatto

Beyerle、 故浅妻文樹、バロック・ヴィオラを森田芳子各氏に師事。ク

ラシカル・プレイヤーズ東京、東京バッハアンサンブルに所属。

■小川 和 久 Kazuhisa Ogawa′ vidonceⅡo
桐朋学園女子高等学校音楽科を経て桐朋学園大学音楽学部を卒業。フラ

ンス国立ボルドー音楽院へ留学。高等科、室内楽科、現代音楽科、研究

科を首席で卒業し、ボルドー市栄誉賞を受賞。

アンサンブル・インストゥルメンタル・ドゥ・コルスの首席奏者を務め、

2011年 4月 から山形交響楽団の首席奏者に就任。プレシャス・カルテッ

ト、チェロロックトリオ・カンターナ、長岡京室内アンサンブル、山形

チェンバーミュージシャンズ等、ソロ、室内楽でも幅広く活躍。

■アドリアン・コックス Adrian Cox′ piano

ロンドン生まれ。ロイヤル・ノーザン音楽大学、ウィーン国立音楽大学

を首席で卒業後、オーストリアを中心に、ヨーロッパ全土、アメリカ、

北欧、アジア等で主に室内楽ピアニストとして、ウィーンフィルコンサー

トマスター、首席奏者、アンサンブル・ウィーン・ベルリン、ウィーン

国立歌劇場歌手等とコンサート、レコーディング、テレビ・ラジオの収

録等を行い、揺るぎない地位を確立、共演者から絶大なる信頼を得る。

ザルツブルグ音楽祭を始め世界各国の音楽祭にも度々招聘される。スイ

スのレンクで開催の国際夏期セミナーでは 20年以上室内楽クラスの主

任を務め、教育者としても高く評価される。1985年初来日以来ウィー

ンフィル奏者とのツアー他、日本人アーティストとの共演等で広く知ら

れる。2002～ 04年 PMF国際音楽祭 (札幌)に ウィーンフィルトップ
メンバー等とともに招聘される。ウイーン国立音楽大学教授。

コックスが共演した演奏家は、Rシ ュミードル、Eオ ッテンザーマー、
A.プ リンツ、Nト イブル、R.ヴィーザー、松本健司 (以上 Cl)、 Vυlシ ュ
ルツ、ヤνlト リップ、D.フ ルーリー(以上 Fl.)、 M.ガ ブリエル(Ob。 )、 G.ヘ ッ

ツェル、Wヒ ンク、Bビベラウアー、U.ダンホーファー、大谷康子
(Vll)、 Fド レシャル、Aス コチッチ、Mシ ュトッカー、Mワルシャ
フスキー、木越 洋、北本秀樹、安田謙一郎、藤村俊介 (以上流 )、 ウィー
ンフィル首席奏者によるウイーン木管アンサンブルや、木管五重奏団ク

インテット・ウィーン、ウィーン・ラズモフスキー弦楽四重奏団、ウィー

ン国立歌濠」場歌手のR.シ ュトライヒ、Bポ シュナー (Sop.)、 そしてア
ンサンブル・ウィーン・ベルリン他多数。

トミオカ音楽教養講座
『ブラームスの生涯と作品J
お話と演奏 ●アドリアン 0コ ックス

l1/10(本)10:30開演 富岡本店 4F Opaホ ール
受講料 :前売 ¥3,000(当日¥3,500)

お申込み。お問合せ/富岡本店 023-641¨ 0644
山形市七日町 2 1 8 httpブ /― .tOm10ka.cojp

第 1部  ロマン派を代表するの作曲家ブラームスの 64年の生涯を
たどりながら、それぞれの時期に作曲された作品を紹介します。
第 2部  コックスのピアノソロ、そして一部山形の演奏家の方々と
の共演によるライヴ演奏をし、曲にまつわるお話や演奏法について
のレクチャーをします。

ドイツ・オーストリア音楽の伝道師、ピアニストのアドリアン・コッ
クス氏による講座です。日本人に最も親しみのある作曲家の一人、
ブラームスを取り上げます。彼の音楽の、人を惹きつけてやまない
魅力はどこから来るのか。コックス氏にとって重要なレパートリー
であるブラームスを、演奏と録音を交えて、作曲者の生涯と音楽に
深く迫ります。


